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1
 町 の 人 口 

人 口 9,644 人 （増14) 

男 4,597 人 （増6) 

女 5,047 人 （増8) 

世帯数 3,153世帯（増7) 

出生 13人 暫入 34人 ‘ 
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地域で学ぶ子どもたち 

57年 

【市場保育所の卒園記念作品展】 

M .230 

包ー(B t157 I fl*ど)ジ 

=＝西五卒業（卒園）を前に多彩な行事ー 

赤
池
町
社
会
福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
 

四
保
育
所
（
上
野
、
市
場
、
赤
池
、
中
尾
）
 

で
は
、
二
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
、
 

「
卒
園
記
念
作
品
展
」
が
行
わ
れ
ま
し
 

た。 各
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
大
人
で
は
見
過
 

し
て
し
ま
う
よ
う
な
素
材
で
、
つ
く
っ
 

て
は
こ
わ
し
、
こ
わ
し
て
は
つ
く
り
。
 

個
性
あ
ふ
れ
た
、
手
づ
く
り
の
人
形
や
 

絵
、
焼
き
も
の
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
 

中
に
は
、
夏
祭
り
に
子
ど
も
た
ち
が
地
 

域
で
参
加
し
た
山
笠
の
大
き
な
模
型
の
 

作
品
な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
の
創
造
の
 

世
界
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
三
月
六
・
七
日
の
二
日
間
に
 

は
、
創
造
保
育
発
表
会
と
し
て
、
四
保
 

育
所
合
同
で
、
五
歳
児
全
員
と
四
歳
児
 

の
一
部
に
よ
る
幼
児
劇
発
表
会
や
子
ど
 

も
の
作
品
展
が
午
前
九
時
半
か
ら
町
民
 

会
館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
島
崎
幼
児
劇
研
究
会
が
主
催
 

し
、
赤
池
福
祉
会
が
後
援
す
る
も
の
で
 

す。 
こ
の
ほ
か
小
学
校
二
校
で
 

も
、
卒
業
前
に
何
か
思
い
出
 

に
残
る
催
し
を
と
在
校
生
が
 

六
年
生
を
送
る
「
お
別
れ
集
 

A
ご
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

上
野
小
学
校
で
は
三
月
＋
六
日
に
、
 

市
場
小
学
校
で
は
、
三
月
五
日
に
行
わ
 

れ
る
予
定
で
、
市
場
小
学
校
で
は
当
日
 

は
一
年
生
が
六
年
生
に
記
念
の
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
を
贈
る
そ
う
で
す
。
 

【赤池保育所の卒園記念作品展】 

和
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
 

草
木
が
弥
ま
し
に
生
い
茂
げ
る
月
と
い
 

う
意
0
 

1
日
囲
 

3
日
困
 

6
日
田
 

7
日
⑧
 

15 13 11 8 
日 日 日 日 

（月）（」う（木）（月） 

19 17 
日
困
 

日
国
 

21 

日
卿
 

22 

日
囲
 

23 

日
因
 

24 

日
困
 

25 

日
困
 

全
国
緑
化
運
動
 

ひ
な
祭
 
耳
の
日
 

啓
塾
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
誉
 

消
防
記
念
日
 

国
際
婦
人
デ
ー
 

胃
ガ
ン
検
診
（
」
ふ
讐
凹
 

園
児
入
所
説
明
会
（
貿
四
 

赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

乳
児
保
育
相
談
（
「
、
」
銀
）
 

所
得
税
の
確
定
申
告
・
贈
与
 

税
の
申
告
締
切
り
 

町
県
民
税
申
告
締
切
り
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

心
配
ご
と
相
談
（
「
押
世
）
 

上
野
・
市
場
両
小
学
校
卒
業
 

式
 

」
種
混
合
（
」
？
潟
鯵
 

春
分
の
日
 

振
替
休
日
 

世
界
気
象
記
念
日
 

彼
岸
明
け
 

四
保
育
所
合
同
卒
園
式
 

命
讐
秒
 

電
気
記
念
日
 

27 

日
田
 

心
配
ご
と
相
談
（
芦
ぜ
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議会だより

ニ
月
臨
時
町
議
会
で
 

黒
橋
掛
け
替
え
 

エ
事
を
承
認
 

昭
和
五
十
七
年
第
一
回
二
月
臨
時
町
 

議
会
は
、
二
月
二
日
に
一
日
の
会
期
で
 

行
わ
れ
、
岩
屋
口
、
朝
日
町
線
跨
線
橋
 

（
黒
橋
）
架
設
替
工
事
の
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
議
案
一
件
が
上
程
さ
れ
、
議
 

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

ま
た
、
町
執
行
部
よ
り
一
般
報
告
事
 

項
二
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

圏
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

〇
昭
和
五
十
六
年
度
地
方
改
善
施
設
整
 

備
事
業
（
同
和
対
策
）
 

「
岩
屋
口
ー
朝
 

日
町
線
跨
線
橋
（
黒
橋
）
架
設
替
工
事
 

の
工
事
予
定
価
格
の
金
額
が
三
千
万
円
 

を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
承
認
を
得
ま
 

、
掛
け
替
え
ら
れ
る
黒
橋
 

ノ 

ノ
左
は
、
ニ
反
力
浦
ー
松
本
線
改
良
工
事
、
 

みんなの 
一
 追

 

健
 

一
 池

田
一
歩
 

寒
さ
に
心
ま
で
惇
か
む
思
い
で
い
た
 

の
が
、
早
い
も
の
で
今
日
は
節
分
で
あ
 

ナ
 

る
。
目
の
前
が
ふ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

よ
う
な
気
分
に
な
る
。
 

O
水
浴
み
に
来
る
笹
鳴
の
庭
を
も
ち
 

野
 
火
 

気
を
つ
け
て
見
て
い
る
と
、
小
鳥
は
 

意
外
に
奇
麗
好
き
で
、
水
溜
ま
り
や
池
 

の
端
で
、
よ
く
水
浴
み
を
し
て
い
る
。
 

う
ぐ
い
t
 

た
ま
た
ま
訪
れ
た
家
の
池
に
鴬
が
来
 

て
、
水
浴
み
を
し
て
い
る
。
私
も
こ
う
 

し
た
閑
静
な
庭
を
も
ち
た
い
も
の
よ
。
 

〇
枯
野
来
て
人
な
つ
か
し
む
心
ふ
と
 

春
 
翁
 

枯
野
を
踏
み
分
け
て
い
る
う
ち
に
、
 

何
時
か
孤
独
に
落
ち
入
っ
て
し
ま
う
。
 

そ
う
し
た
折
、
ふ
と
行
き
合
つ
た
見
知
 

ら
ぬ
人
に
さ
え
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
。
 

人
間
は
や
は
り
人
と
の
交
じ
わ
り
に
依
 

っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
た
。
 

o
風
邪
熱
の
珠
数
の
冷
た
さ
背
す
じ
ま
 

で
 

は
る
の
女
 

朝
タ
の
お
勤
め
の
折
に
全
く
気
づ
か
 

な
か
っ
た
珠
数
の
冷
た
さ
が
風
邪
熱
の
 

し
た
。
 

な
お
、
 

一
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
 

入
札
の
結
果
、
林
工
業
株
式
会
社
が
落
 

札
し
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
工
期
で
工
 

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

黒
橋
は
、
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
利
 

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
 

し
ま
す
が
、
短
期
間
に
工
事
を
完
了
す
 

る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

圏
一
般
報
告
事
項
 

①
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
 

任
に
つ
い
て
廿
現
在
田
川
郡
内
町
村
は
 

共
同
で
公
平
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
 

す
が
、
五
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
任
 

期
満
了
に
伴
い
、
新
し
く
糸
田
町
よ
り
 

推
薦
の
あ
っ
た
伊
藤
一
歩
氏
が
、
事
務
 

局
の
あ
る
川
崎
町
議
会
で
、
十
二
月
十
 

七
日
に
選
任
さ
れ
、
こ
れ
の
通
知
が
あ
 

っ
た
の
で
、
当
町
議
会
に
報
告
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

②
住
宅
団
地
の
売
却
計
画
経
過
報
告
に
 

つ
い
て
井
こ
の
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
は
、
 

産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
の
国
庫
補
助
 

事
業
で
造
成
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
 

こ
れ
の
売
却
に
つ
い
て
は
労
働
省
の
認
 

可
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
早
急
に
 

こ
の
団
地
の
処
分
申
請
を
行
い
、
認
可
 

を
得
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
が
、
こ
れ
 

為
ひ
ゃ
っ
と
背
筋
を
走
っ
た
。
人
間
な
 

ん
て
実
に
病
気
に
は
弱
い
も
の
だ
と
つ
 

く
づ
く
感
じ
た
。
 

〇
帯
塚
に
添
ふ
心
と
も
寒
椿
 み

つ
子
 

帯
塚
と
は
大
宰
府
の
虚
子
堂
の
奥
に
 

あ
つ
て
虚
子
の
帯
を
祖
つ
て
あ
る
塚
の
 

こ
と
で
、
椿
の
好
き
な
虚
子
の
心
を
汲
 

む
ご
と
く
、
寒
椿
の
花
が
手
向
け
ら
れ
 

し
さ
ま
に
ひ
つ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
。
 

O
空
よ
り
も
水
に
濃
か
り
し
寒
タ
焼
 

野
 
火
 

o
出
稽
古
の
風
邪
の
ー
と
日
の
長
か
り
 

し
 

は
る
の
女
 

●

よ

う

お

う

 

o
ど
ん
ど
焼
く
風
の
饗
応
あ
り
に
け
り
 

み
つ
子
 

O
老
の
尚
噛
む
力
あ
り
年
の
豆
 

春
 
翁
 

o
も
う
寒
さ
忘
れ
る
ほ
ど
の
樹
氷
か
な
 

操
 

選
 
者
 
吟
 

o
機
屋
冷
ゅ
北
窓
塞
ぎ
い
て
も
な
ほ
 

一 

歩
 

庭

の

柿

の

木

 

三
木
春
翁
 

に・ 
冷
 

.
 

の
 

●
接
木
し
て
五
十
余
年
の
庭
の
柿
 

私
の
家
の
裏
庭
の
柿
の
木
は
接
木
し
 

て
五
十
余
年
を
経
過
し
て
い
る
。
亡
父
 

が
旧
居
の
畑
よ
り
移
植
し
た
も
の
で
、
 

を
民
間
企
業
に
売
る
場
合
は
労
働
省
の
 

認
可
が
む
つ
か
し
く
、
認
可
の
出
来
る
 

方
法
と
し
て
は
、
●
福
岡
県
住
宅
供
給
 

公
社
に
売
る
。
●
赤
池
町
が
公
募
し
分
 

譲
住
宅
と
し
て
売
る
。
こ
の
二
つ
の
方
 

法
が
最
適
で
あ
り
、
今
後
こ
の
方
向
で
 

取
り
組
ん
で
い
く
。
 

火事、 

1 日当りの損害額 

67万3千円” 

昭和56年中田川地区消防概況 

田
川
地
区
消
防
署
管
轄
（
田
川
市
郡
）
 

内
の
昭
和
五
十
六
年
中
に
発
生
し
た
火
 

災
、
救
急
概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

火
災
概
況
 
( 

）
内
は
赤
池
町
 

昭
和
五
十
六
年
中
の
火
災
は
、
出
火
 

件
数
七
十
七
件
（
三
件
）
で
前
年
に
比
 

べ
二
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
分
類
で
は
、
建
物
火
災
が
六
十
 

四
件
（
三
件
）
で
最
も
多
く
、
前
年
に
 

比
べ
十
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
 
次
い
 

で
林
野
火
災
、
車
両
火
災
が
各
六
件
、
 

そ
の
他
が
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
損
害
額
は
二
億
四
千
五
百
七
 

十
万
七
千
円
（
百
七
十
二
万
五
千
円
）
 

で、 

一
日
当
り
の
損
害
額
は
六
＋
七
万
 

移
植
し
た
時
は
、
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
 

丸
太
の
木
で
、
父
が
そ
れ
に
接
木
し
た
 

の
で
あ
る
。
接
木
の
跡
は
今
で
も
コ
ブ
 

の
よ
う
に
ふ
く
れ
て
残
っ
て
い
る
。
 

家
に
い
る
長
男
が
小
学
校
の
頃
、
私
 

し
ぼ
 

は
こ
の
柿
の
木
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
こ
 

と
が
あ
る
。
長
男
は
今
で
も
時
ど
き
、
 

「
あ
の
時
は
僕
が
悪
か
っ
た
ん
だ
か
ら
 

し
か
た
な
い
。
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
。
 

年
を
経
て
、
親
子
が
笑
い
な
が
ら
話
 

す
こ
の
事
件
に
、
私
は
、
子
供
の
教
育
 

に
大
過
の
な
か
っ
た
こ
と
を
信
じ
、
長
 

男
も
ま
た
、
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
よ
 

う
で
あ
る
。
 

「
お
父
さ
ん
は
小
さ
い
頃
、
お
じ
い
 

ち
ゃ
ん
か
ら
、
裏
の
柿
の
木
に
縛
り
つ
 

け
ら
れ
た
ん
だ
よ
。
あ
ん
た
達
も
悪
い
 

こ
と
を
し
た
ら
柿
の
木
に
縛
り
つ
け
る
 

か
ら
。
」
長
男
は
、
小
学
校
一
年
と
一
一
 

年
の
娘
に
悪
い
こ
と
を
し
た
時
、
こ
う
 

言
つ
て
た
し
な
め
る
。
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
を
柿
 

の
木
に
縛
っ
た
っ
て
、
ほ
ん
と
う
？
」
 

「
う
ん
、
ほ
ん
と
う
だ
よ
。
」
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
強
い
ん
だ
ネ
」
 

子
供
達
に
は
善
悪
の
理
解
は
つ
い
て
 

も
、
そ
の
実
行
に
お
い
て
、
ブ
レ
ー
キ
 

の
き
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
悪
い
こ
と
 

を
し
た
時
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
や
る
 

の
が
親
の
役
割
り
で
あ
る
。
 

松
の
枝
ぶ
り
も
枝
の
小
さ
い
時
に
し
 

な
け
れ
ば
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
は
 

間
に
合
わ
な
い
。
柿
の
木
に
縛
り
つ
け
 

る
の
も
小
学
生
の
頃
ま
で
で
あ
ろ
う
か
 

●
狭
庭
に
も
小
鳥
来
る
な
り
昨
日
今
日
 

田JI'地区消防組合の火災概況と赤池町 

区 分 昭和56年中 昭和55年中 
昭和56年中 
赤池町 

出 火 件 数 77件 75 3 

損
積
 

焼
面
 

建物 4,838n1 3,646 46 

林野 103a 11,176 0 

焼 損 棟 数 75棟 65 3 

羅 災 世 帯 数 54世帯 56 3 

羅 災 者 数 161人 151 9 

死 者 7人 1 0 

負 傷 者 9人 10 0 

損 害 額 
245,707 

千円 162,978 1,725 

1 件当り損害額 3早91 2,173 
／ノ 

建物火災 

1件当り 

焼損面積 75.6ni 67.5 
/／一 

損害額 3早16Fl 2,750 ／ノ／ 

1カ月当り火災件数 6.42件 6.25 
一／ 

出動人員（延） 2,016人 1,882 
// 

三
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
二
十
二
万
六
 

千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

焼
損
面
積
も
建
物
火
災
で
四
千
八
百
 

三
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
四
十
六
平
方
 

メ
ー
ト
ル
）
と
前
年
に
比
べ
千
百
九
十
 

二
平
方
メ
ー
ト
ル
増
加
、
林
野
火
災
は
 

百
三
ア
ー
ル
（
0
）
で
前
年
に
比
べ
大
 

巾
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
七
人
 

(0

）
で
、
前
年
の
一
人
に
比
べ
六
人
増
 

え
て
い
ま
す
。
う
ち
放
火
自
殺
お
よ
び
 

心
中
に
よ
る
死
者
四
人
が
含
ま
れ
て
い
 

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
建
物
火
災
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
 

な
お
、
出
火
原
因
で
は
、
失
火
に
よ
 

る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
六
十
九
件
で
、
 

全
体
の
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
 

お
り
、
順
位
は
、
 

一
位
が
た
き
火
、
以
 

下
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
放
火
、
た
ば
こ
、
 

火
あ
そ
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

I 
オ
ア
シ
ス
運
動
を
 

推
進
し
ょ
う
 

オ
は
、
お
は
よ
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

ア
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

シ
は
、
し
つ
れ
い
し
ま
し
た
。
 

ス
は
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

稲
刈
が
済
む
頃
、
遠
く
か
ら
渡
り
鳥
 

が
来
た
り
、
餌
の
少
な
く
な
っ
た
山
か
 

ら
、
小
鳥
達
が
下
り
て
来
て
、
農
家
や
 

町
の
庭
木
に
小
鳥
が
来
る
よ
う
に
な
る
。
 

排
句
の
 
「
小
鳥
来
る
」
 
と
い
う
季
題
は
、
 

こ
の
頃
の
季
節
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

あ
る
日
、
前
庭
に
小
鳥
の
声
が
す
る
。
 

オ
ヤ
と
思
っ
て
い
る
と
、
翌
日
に
は
裏
 

の
柿
の
木
に
小
鳥
が
来
て
鳴
い
て
い
る
。
 

私
は
、
裏
庭
の
柿
の
木
の
下
に
立
っ
て
 

こ
の
句
を
得
た
。
 

●
裏
庭
に
目
白
の
来
鳴
く
雪
の
朝
 

あ
る
年
の
雪
の
朝
、
柿
の
木
に
小
鳥
 

の
声
を
聞
き
、
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
数
 

羽
の
目
白
が
、
枝
に
残
っ
て
い
る
干
か
 

ら
び
た
柿
を
せ
せ
っ
て
い
た
。
 

ー

●

ー

ー

．

ー

．

ー

 

つ
れ
づ
れ
に
 

④
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

o
山
門
の
彼
岸
の
掲
示
筆
太
に
 

o
昼
法
話
刻
の
魚
板
の
彼
岸
か
な
 

o
鐘
の
音
の
ひ
び
く
彼
岸
の
日
和
よ
き
 

o
彼
岸
会
の
刻
は
や
け
れ
ば
庭
に
停
つ
 

o
歎
異
抄
ラ
ジ
ォ
聴
聞
彼
岸
日
に
 

救
急
概
況
 

昭
和
五
十
六
年
中
の
救
急
出
動
件
数
 

は
、
三
千
五
百
四
十
六
件
、
搬
送
人
員
 

三
千
五
百
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
一
日
平
均
九
、
七
件
、
九
、
 

六
人
に
な
り
、
管
内
の
人
口
の
約
四
＋
 

七
人
に
一
件
の
出
動
件
数
と
な
っ
て
い
 

ま
す
0
 

事
故
種
別
に
分
類
す
る
と
、
 
一
位
が
 

急
病
で
出
動
件
数
千
九
百
七
十
六
件
、
 

搬
送
人
員
千
七
百
二
十
二
人
と
全
体
の
 

過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
二
位
は
、
交
 

通
事
故
で
、
出
動
件
数
五
百
六
十
六
件
、
 

搬
送
人
員
六
百
七
十
人
と
全
体
の
十
六
 

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
以
下
、
 
一
般
負
 

傷
、
労
働
災
害
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

搬
送
人
員
の
程
度
別
で
は
、
軽
症
千
 

五
百
九
十
四
人
、
中
症
千
五
十
二
人
、
 

重
症
、
八
百
二
十
人
、
死
亡
三
十
九
人
 

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

『
 

！
 

」
 

！
 

！
 

」
 

一 

三
人
が
初
段
合
格
 

二
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
飯
塚
市
 

近
畿
女
子
短
期
大
学
体
育
館
で
、
福
岡
 

県
剣
道
連
盟
主
催
の
昇
段
審
査
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

当
町
か
ら
は
、
厳
選
さ
れ
た
二
人
が
 

出
席
、
二
人
と
も
二
回
の
試
合
、
型
、
 

学
科
と
厳
し
い
昇
段
試
験
を
み
ご
と
パ
 

ス
し
て
、
晴
れ
の
初
段
に
輝
き
ま
し
た
。
 

新
昇
段
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
立
花
ゅ
か
り
（
高
一
）
廿
初
段
 

●
中
野
 
亜
子
（
中
一
一
）
廿
初
段
 

●
平
野
 
真
弓
（
中
二
）
廿
初
段
 

な
お
、
平
野
さ
ん
は
、
昨
年
八
月
に
 

昇
段
し
て
い
ま
し
た
。
 

工

 

集
中
心
を
養
う
た
め
 

将
棋
を
し
ま
せ
ん
か
ノ
・
 

子
供
さ
ん
の
集
中
心
を
養
う
た
め
に
 

も
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。
 

毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
練
習
し
て
い
 

ま
す
。
 

▽
連
絡
先
 

日
本
将
棋
連
盟
個
人
支
部
 

池
田
利
文
（
五
段
）
 

。
赤
池
2
2
4
2
 



(5） 第230 号 昭和57年3月1日 け
 

い
 

カ、 あ
 

履
贈
末
日
ま
で
に
 

昭
和
五
十
六
年
度
（
昭
和
五
十
六
年
 

四
月
分
ー
五
十
七
年
三
月
分
）
の
国
民
 

年
金
保
険
料
は
、
四
月
未
日
ま
で
に
納
 

め
な
い
と
、
今
お
手
元
に
あ
る
町
発
行
 

の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
 

す。 保
険
料
は
、
必
ず
四
月
未
日
ま
で
に
 

納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

も
し
納
め
忘
れ
る
と
 

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ
 

報
 

広
 

農
業
用
動
力
耕
う
ん
機
等
 

の
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
 

取
税
の
課
税
免
除
申
請
 

昭和57年3月1日 第230 号 ユJ か
 

あ
 

報
 

広
 

ん
と
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
 

者
に
な
っ
た
と
き
、
ご
主
人
を
亡
く
し
 

た
り
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
、
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え
 

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
 

す。 国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
 

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

声
講
割
 

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
年
ご
と
に
 

改
善
さ
れ
、
昨
年
も
七
月
分
か
ら
物
価
 

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
、
七
、
八
パ
ー
セ
 

ン
ト
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
二
十
五
年
 

納
付
の
人
の
年
金
額
は
月
額
四
万
五
千
 

農
業
を
営
む
人
が
、
農
業
用
に
使
用
 

す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
力
源
に
用
 

い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
請
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
と
 

き
 

三
月
十
六
日
因
 

午
前
十
時
ー
午
後
三
時
 

▼
と
こ
ろ
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▼
該
当
者
 
農
業
を
営
む
者
（
兼
業
農
 

家
を
含
む
。
機
械
を
共
同
で
使
用
し
 

て
い
る
場
合
は
、
共
同
で
申
請
で
き
 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

圏
所
得
税
の
申
告
 

と
納
税
は
 

三
月
十
五
日
ま
で
 

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
 
一
年
間
 

の
所
得
と
そ
の
税
金
を
計
算
し
て
申
告
 

し
、
納
税
す
る
手
続
で
す
。
こ
の
期
限
 

は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
も
う
お
済
み
 

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
申
告
の
お
済
み
で
 

な
い
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
告
と
納
税
 

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
確
定
申
告
を
す
る
時
に
 

は
、
医
療
費
の
領
収
書
や
生
命
保
険
料
、
 

火
災
保
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど
を
添
 

付
し
た
り
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
方
は
早
 

め
に
準
備
し
、
申
告
の
際
に
は
お
忘
れ
 

に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
納
税
の
期
限
は
、
三
月
＋
五
 

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 
一
度
に
 

ま
す
。
）
 

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
 

①
耕
作
証
明
書
（
当
日
、
農
業
委
員
会
 

職
員
が
現
地
で
受
付
、
発
行
し
ま
す
。
）
 

②
機
械
の
所
有
を
証
す
る
書
類
（
売
渡
 

し
を
証
明
す
る
も
の
、
又
は
貸
借
契
 

約
書
等
機
械
の
名
称
、
馬
力
数
が
必
 

要。） 

③
ェ
ン
ジ
ン
番
号
の
複
写
（
薄
紙
等
で
 

上
か
ら
複
写
す
れ
ば
可
。
）
 

④
年
間
見
込
数
量
等
の
算
出
基
礎
（
耕
 

う
ん
回
数
等
、
機
械
の
稼
動
基
礎
。
）
 

⑤
印
か
ん
 

⑥
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
は
、
印
か
ん
と
 

耕
作
証
明
書
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
、
 

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
期
限
 

ま
で
に
半
額
以
上
を
納
め
て
残
り
は
五
 

月
三
十
一
日
ま
で
延
ば
す
こ
と
が
で
き
 

る
 
「
延
納
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
一
」
 

の
ほ
か
、
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
 

法
と
し
て
、
 

「
振
替
納
税
」
 
の
制
度
が
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
 

め
税
務
署
と
金
融
機
関
に
依
頼
し
て
お
 

く
と
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
 

替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

も
の
で
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な
 

く
て
済
み
、
大
変
便
利
で
す
。
こ
の
機
 

会
に
振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
る
よ
 

う
お
勧
め
し
ま
す
。
 

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
 

告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
 

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
 

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
、
延
 

滞
税
な
ど
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
 

し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
書
は
、
記
載
例
な
ど
を
参
 

二
百
七
十
五
円
と
、
三
千
ニ
百
七
十
五
 

円
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
本
年
度
も
、
き
び
し
い
緊
縮
 

予
算
の
な
か
、
四
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
 

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

適
正
負
担
に
こ
理
解
を
 

こ
の
よ
う
に
年
金
額
は
、
毎
年
引
き
 

上
げ
ら
れ
、
制
度
の
改
善
充
実
が
は
か
 

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
財
 

政
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
制
度
 

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
、
こ
の
四
 

月
か
ら
保
険
料
も
五
千
二
百
二
十
円
に
 

改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
負
担
も
増
え
て
き
ま
す
 

が
、
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
良
い
も
の
 

に
す
る
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

ご
存
知
で
す
か
 

(

 

国
土
利
用
計
画
法
 

国
国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い
 

昭
和
四
十
七
年
、
四
十
八
年
頃
に
問
 

題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
土
地
の
買
い
占
 

め
や
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
 

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
国
土
利
用
 

計
画
法
で
す
。
 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
き
を
 

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
 

県
知
事
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

図
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
 

赤
池
町
は
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
 

区
域
に
該
当
し
ま
す
。
こ
の
た
め
一
万
 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
二
町
）
 

以
上
の
土
地
に
つ
い
て
売
買
な
ど
（
共
 

前
年
分
の
消
費
実
績
の
明
細
及
び
返
 

納
免
税
証
。
 

※
三
月
十
六
日
に
申
請
手
続
き
の
で
き
 

な
い
人
は
、
田
川
財
務
事
務
所
（
総
合
 

庁
舎
二
階
）
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

ロ
ロ
 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 

『
農
地
』
を
転
用
す
る
時
は
 

役
場
農
業
委
員
会
ま
で
・
・
 

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
農
地
を
 

農
地
以
外
（
宅
地
及
び
雑
種
地
等
）
に
 

転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
、
 

農
業
委
員
会
及
び
県
知
事
の
許
可
が
必
 

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
、
宅
 

地
化
が
進
ん
で
お
り
、
無
断
で
埋
め
立
 

考
に
し
て
、
自
分
で
記
入
し
て
提
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
の
こ
と
で
 

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
と
き
は
、
税
務
 

署
か
役
場
税
務
徴
収
課
に
お
問
い
合
わ
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

圏
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
 

お
見
せ
し
ま
す
 

今
年
は
四
月
一
日
か
ら
ニ
十
日
ま
で
 

毎
年
三
月
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
 

の
従
覧
月
で
す
が
、
本
年
度
は
基
準
年
 

度
（
固
定
資
産
評
価
が
え
年
度
）
で
す
 

の
で
、
一
月
繰
り
下
げ
て
、
四
月
一
日
か
 

ら
四
月
二
十
ま
で
役
場
税
務
徴
収
課
で
 

従
覧
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
中
に
家
屋
を
新
築
、
 

増
築
さ
れ
た
人
、
家
屋
の
所
有
権
を
移
 

転
し
た
人
、
土
地
を
購
入
し
た
人
な
ど
、
 

自
分
の
固
定
資
産
評
価
額
が
ど
の
よ
う
 

に
な
っ
て
い
る
か
不
安
の
人
も
お
ら
れ
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

て
放
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
 

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
 

申
請
し
、
許
可
の
後
に
転
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

な
お
、
大
字
上
野
、
大
字
市
場
地
域
 

で
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
 

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
も
、
 

農
業
委
員
会
へ
申
請
の
前
に
、
農
業
振
 

興
地
域
の
除
外
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
に
は
、
知
事
へ
の
申
請
、
公
告
 

等
、
相
当
の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
 

農
地
転
用
計
画
の
あ
る
方
は
お
早
め
に
 

役
場
農
政
係
へ
問
い
合
お
せ
て
く
だ
さ
 

い0 ご
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
 

場
税
務
徴
収
課
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
従
覧
期
間
の
変
更
に
と
も
な
 

い
、
固
定
資
産
税
第
一
期
分
の
納
期
限
 

も
四
月
か
ら
五
月
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

一
一
 

一
 
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
 
一
 

一
一
 

あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

〔
賛
助
会
費
協
力
者
〕
 

酒
井
組
▼
小
正
建
設
▼
大
陽
堂
テ
ン
ト
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔寄 

付〕 

企
業
連
合
同
志
会
 

五
万
円
 

エンゼルクイズ 

【第67回出題】 
、‘ 

・☆三 
エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1．北九州市などと境を接する福智山の高さ 

は？ 

(A)約750m (B約900m (C) 1000m 

2 ．人間の大人、心臓の重さは約何グラム？ 

(A)1009 (B)200g (C)300g 

3 ．司法、行政、立法の三権分立を唱えたの 

は？ 

(A)モンテスキュー （B)マルクス 

(C）リンカーン 

4‘大陰暦を使用していた、江戸時代のこよ 

みは？ 

囚毎月30日だった （B）大の月は30日、小の 

月は29日だった に）大の月は31日、小の月 

の30日だった。 

5 ，先日、くだものの皮を動力に走った自動 

車、何の皮で走った？ 

のリンゴ 旧）カキ (C）ミカン 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、3月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第66回の解答】 

1 (C) 2 (B) 

【正解者】 

囚
 

にU ⑧
 

A
且 

⑥
 

nJ 

今回の応募総数29通のうち、正解者は26通 

でした。厳正な抽せんの結果、次の3名の方 

に記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト早谷奈保子（板屋団地） 

ト皆川ひろ子（町営伏原） 

ト薦田 悦子（町営伏原） 

I 

〔休館日〕 
1 日、8日、15日、22日 
29日 

〔心配ごと相談日〕 
7 日、17日、27日 
午前10時～午後3時 

〔演芸日〕 
4 日、7日、11日、14日 
18日、21日、25日、28日 

、、一 

と 〔福祉バス運行日〕 

三 3 日、4日、6日、7日、10日 

と 11日、13日、14日、17日、18日 

i 20日、21日、24日、25日、27日 

: 28日、31日 

i 〔仏教講演会〕 

】 3 月13日出 午前11時から 
 ーノ 

有
持
分
の
譲
渡
・
営
業
譲
渡
・
譲
渡
担
 

保
・
交
換
・
地
上
権
、
賃
借
権
の
設
定
、
 

譲
渡
な
ど
）
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
 

届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

※
個
々
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、
合
計
 

す
る
と
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
 

る
場
合
や
、
建
物
、
立
木
の
取
り
引
き
 

と
あ
わ
せ
て
土
地
取
引
を
す
る
と
き
も
、
 

届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

国
届
出
か
ら
契
約
ま
で
 

契
約
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
取
 

り
引
き
の
当
事
者
（
売
主
と
買
主
）
は
、
 

取
り
引
き
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
 

書
い
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
契
約
を
 

結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
役
場
へ
届
け
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

県
で
は
、
公
示
価
格
な
ど
と
比
較
し
 

高
す
ぎ
な
い
か
、
ま
た
利
用
目
的
に
不
 

都
合
は
な
い
か
、
な
ど
を
検
討
し
、
勧
 

告
す
る
か
し
な
い
か
を
審
査
し
ま
す
。
 

囲
遊
休
土
地
制
度
 

届
け
出
を
し
て
取
得
し
た
一
定
面
積
 

以
上
の
土
地
が
、
三
年
た
っ
て
も
利
用
 

さ
れ
な
い
場
合
、
県
は
そ
の
土
地
を
「
遊
 

休
土
地
」
に
指
定
し
、
有
効
か
つ
適
切
 

な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
通
知
す
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

国
届
出
を
し
な
い
と
 

①
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
六
カ
月
以
 

下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
十
万
円
以
下
の
 

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
税
法
上
の
特
典
が
う
け
ら
れ
な
く
な
 

り
ま
す
。
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
や
事
 

業
所
得
や
法
人
税
の
課
税
の
特
例
が
受
 

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

〔
香
典
返
し
〕
 

▼
佐
々
木
幸
夫
 

（
大
久
保
）
 

▼
太
田
 
美
枝
 

（
天
郷
荘
）
 

▼
太
田
 
繁
松
 

（ 

原
 
） 

▼
大
森
千
枝
子
 

（
鋤
木
田
）
 

▼
早
麻
徳
三
郎
 

（西 

組） 

▼
中
村
 
千
鶴
 

（
中
央
台
）
 

▼
中
村
 
正
登
 

（
板
屋
団
地
）
 

※
金
額
は
、
後
日
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
 

（
二
月
＋
七
日
現
在
、
 

順
不
同
、
敬
称
略
）
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n
司
目
ツ
 

壮
年
ソ
督
ル
チ
ー
ム
 

ナ
 

赤
池
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
 

、
 

・v 

は
、
次
の
と
お
り
昭
和
五
十
七
年
度
加
 

盟
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

か
 

▽
加
盟
資
格
 
町
内
の
地
区
公
民
館
単
 

あ
 

位
で
結
成
さ
れ
た
三
十
歳
以
上
の
人
 

で
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。
 
た
だ
し
、
 

五
歳
以
上
。
 

▽
加
盟
金
 

一
万
円
（
年
間
）
 

▽
募
集
期
間
 
三
月
一
日
か
ら
三
月
一
一
 

十
日
ま
で
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
連
盟
事
務
局
（
町
 

民
会
館
内
）
に
用
意
し
て
い
る
申
し
 

込
み
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
 

加
盟
金
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い。 
高
校
通
信
制
課
程
 

通
信
制
は
全
日
制
、
定
時
制
と
並
ぶ
 

高
等
学
校
教
育
の
一
課
程
で
、
毎
日
通
 

学
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
 

い
人
々
の
た
め
の
も
の
で
す
。
 

県
下
に
一
校
あ
る
、
福
岡
県
立
修
猷
 

館
高
等
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り
通
信
 

制
高
校
教
育
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

▽
入
学
資
格
廿
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
 

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
 

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
。
 

▽
編
入
学
I
二
年
以
上
に
編
入
学
を
希
 

と
も
田
川
東
高
校
と
同
じ
 

廿
0
9
4
7
4
1
4
1
0
3
1
3
 

③
鞍
手
高
校
 
四
月
末
ま
で
願
書
受
付
 

け
、
試
験
日
は
三
月
十
一
日
 

。
0
9
4
9
2
1
2
1
0
4
0
0
 

詳
細
に
つ
い
て
は
各
学
校
へ
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

望
す
る
人
は
、
学
校
に
問
い
合
わ
せ
 

一
・
ミ
‘
、
o

'） 

身
体
障
害
者
 

て
く
だ
さ
い
c
 

J
一‘'I
ト
と
1

二 

▽
募
集
人
員
廿
五
百
人
、
修
業
年
限
は
 

職

業

訓

練

生

 

四
年
以
上
。
 

▽
願
書
受
付
廿
三
月
二
十
日
田
か
ら
四
 

月
四
日
困
ま
で
 

▽
手
続
き
、
特
典
等
詳
細
は
、
修
猷
館
 

高
校
教
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い。 
。
0
9
2
1
8
4
1
1
3
8
2
2
 

高
等
学
校
 

定
時
制
生
徒
 

次
の
三
校
で
は
 
「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
 

定
時
制
（
夜
間
、
修
業
年
限
四
年
）
生
 

徒
の
補
充
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

年
令
制
限
も
な
く
、
わ
か
り
や
す
く
 

指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
永
く
社
会
の
 

実
務
に
つ
い
て
い
る
人
や
主
婦
の
方
も
 

学
ん
で
い
ま
す
。
 

な
お
、
高
校
中
退
者
等
の
相
当
学
年
 

へ
の
編
入
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

①
田
川
東
高
校
 
三
月
十
九
日
か
ら
「1 

月
二
＋
七
日
ま
で
願
書
受
付
け
、
試
 

験
日
は
三
月
二
十
八
日
（
編
入
試
験
 

も
同
時
）
 

。
0
9
4
7
4
1
4
1
3
0
1
5
 

②
西
田
川
高
校
 
募
集
期
間
、
試
験
日
 

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
で
は
 

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
 

能
力
に
適
応
し
た
技
能
を
習
得
し
、
将
 

来
技
能
労
働
者
と
し
て
自
立
し
て
も
ら
 

う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
職
業
 

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
募
集
科
目
 
洋
服
科
・
洋
裁
科
・
軽
 

印
刷
科
・
製
版
印
刷
科
・
義
肢
彫
刻
 

科
・
印
章
彫
刻
科
・
一
般
事
務
科
・
 

理
容
科
 

▽
応
募
資
格
 
義
務
教
育
修
了
ま
た
は
 

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
 

身
体
障
害
者
で
技
能
習
得
の
う
え
就
 

職
を
希
望
す
る
人
 

▽
応
募
手
続
 
公
共
職
業
安
定
所
で
所
 

定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
募
集
期
間
 
三
月
十
日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

手
続
き
の
際
お
確
か
め
く
 

だ
さ
い
。
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の
公
共
 

職
業
安
定
所
、
又
は
北
九
州
市
小
倉
 

北
区
萩
崎
町
二
番
一
号
、
福
岡
身
体
 

障
害
者
職
業
訓
練
校
ま
で
お
た
ず
ね
 

く
だ
さ
い
。
 

。
0
9
3
1
9
2
1
1
2
6
0
0
 

一
方
通
行
が
 

解
除
さ
れ
ま
す
 

赤
池
派
出
所
横
・
三
月
六
日
か
ら
 

赤
池
派
出
所
横
の
県
道
か
ら
役
場
方
 

向
へ
の
道
路
は
、
現
在
、
約
二
十
メ
ー
 

ト
ル
区
間
が
一
方
通
行
と
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
三
月
六
日
か
ら
、
上
り
、
下
り
 

と
も
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
上
野
橋
、
県
道
直
方
 

田
川
線
信
号
機
も
、
時
差
式
に
な
り
ま
 

す。 

道
路
の
全
面
 

通
行
止
め
（
黒
橋
）
 

二
月
臨
時
議
会
で
承
認
さ
れ
た
岩
屋
 

口
、
朝
日
町
線
跨
線
橋
架
設
替
工
事
に
 

よ
り
「
黒
橋
」
に
通
じ
る
道
路
が
全
面
 

通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
 

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
カ
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

▽
通
行
止
め
期
間
 
三
月
十
日
か
ら
六
 

月
三
十
日
ま
で
 

．町民会館 

グジ 

弘zク
諸g

町立病院口赤池 
‘■ー」駅 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
、
名
称
、
田
川
郡
赤
 

池
町
大
字
赤
池
五
七
六
の
ー
の
ー
の
 

一 

松
本
墓
地
 

O
墳
墓
数
 

一
基
 

O
届
出
期
限
 
三
月
三
十
一
日
 

o
届
出
先
 
赤
池
町
役
場
建
設
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 

田
川
郡
添
田
町
大
 

字
英
彦
山
一
九
三
の
六
、
九
番
地
、
 

二
三
一
番
地
、
二
三
三
の
五
番
地
 

o
墳
墓
数
 
三
十
基
 

o
届
出
期
限
 
三
月
三
十
一
日
 

o
届
出
先
 
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
 

二
三
一
番
地
、
添
田
町
役
場
労
働
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
福
岡
市
南
区
大
字
 

塩
原
ッ
ル
二
五
〇
番
地
 

o
墳
墓
数
 
二
基
 

o
届
出
期
限
 
三
月
三
十
一
日
 

〇
届
出
先
 
福
岡
市
南
区
大
橋
一
丁
目
 

三
の
二
八
 
都
市
開
発
局
塩
原
区
画
 

整
理
部
補
償
第
一
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
熊
本
市
出
水
一
丁
 

目
三
九
七
番
地
 

〇
墳
墓
数
 
九
基
 

O
届
出
期
限
 
三
月
十
五
日
 

o
届
出
先
 
熊
本
市
水
前
寺
公
園
一
一
一
 

番
五
二
号
 
熊
本
県
水
前
寺
土
地
区
 

画
整
理
事
務
所
 

報
 

野
軟
式
野
球
連
盟
加
入
者
は
、
三
十
 

広
 


